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＆

績にあがる
のは
ω
院の
こと
、

県

教
育肢が
注獄

をすると
「そ
の
う
・

三
杯
やり
ま
しょ
う」とい
AJ始一

米で
、

態

度がは
な
は
だよろ
しく一

ないのであ
るVそ
の2命滋も一

ない。
サ
ン
ケ
イに
よ
ると、

質問
一

安

菌

、

態

度

議

段

、

朝

礼

議

一

令と笥くていたらくである。だ一

から、律誌が奴って教室に「一
一

日一
容」
（｝
日一
醤）
「
積
任を一

もっ
て」
（
背
任をもって）
ん熔一

品
レて
恥可

約．止する努がな一

かっ
たとい
うV
あされた
もの
で一

ある。
だが、
問削
をμ
わた
す
一

と、
ζ
ん
な
陥いのは
滅
多にある一

まいが、
若い
んきから学
午巡一

助、
組合
巡
抱
遣

を控ιい
一

る

一

地

中

に

、

ζ

の火陥先詑

の

と

羽

一

滅

寸乙が多
い何
が
し
て
な
ら
な
い

一

V
弘
前

を中して慰紡だカ、
続
波
一

子
はつ
ねに
学申お・若い人に
むか一

っ
て「
三
十絞
ま
では
労
組
巡動を一

やる
な」
と
稽
告し
ている。
労
組一

連
動を
白
眼
視
する
からで
は
な
一

ぃ。
命、
少なく
主
高
等

一

は、
修
渓
第一だと
思
うから
だV
一

銭
聞もはん
ばだ
レ、
戦
場の
知
獄
一

も
ろくに
ない
のに、
修
梁
ざかり一

CM容を
制限にもつかぬ「巡動」
一

に投入すべきではない。かりに
一

絞ら
のい
弓
銅
剣
社会
が
%刻し
て
一

も
、

それ
か
ら

の相続は
長J
ずる一

刻だろうVY凡
な社会になって一

も、

タタキ大工
はタタキ大工で一

ある。
鋭今巡
則と
か組
合
波動一

で、
ワ
イ
ワ
イ
脳いでい
るう
ち
は一

よい
が、
%
の
ついた
生
託
社
会
一

のお初物だ。
だから、
れい
うち一

は
予聞
や
峨
制に
沈
敵
せ
卒とい
う一

のであるV練校口敏組安調長一

を、
組
合の一
回
が
羽
田に「
歓
迎」一

の
鋲
を
もっ
て
川迎
えた。
細
川
隆
一

元民
は
迎

の富
山
泌っ
ていた
と
一

笑った。
が、
それ

よりも日
本
人
一

が日
本に
刷っ
た
の
に

、

飲
棋とい
一

う崎
将、
が
完ヤ
やは
り市
阪テ
ス
－

ト
は
必
に
で
あ
ゐ。
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案国
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とびきり個性的なミニコミ誌 。大

組

、

事

阪

に

険

ず

る

政

治

・

外
交・
車
庫申・
経
涜
社会
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y
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マ
ス
コ
ミ

岸

信
介

戦闘で臼木の
差二人
が
請さ

れたζとに対レて、
日本のマスコ

ミは節溜レている。
数
年前、
お経

済紙の北京特派民が総摘さ
れた凶阿

どんな態度をと

zhιろ
うか 。
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旧
戦
友

棟
自

縛

旧軍政
即日夜り日を卜して三十年ぶ

りの附戦

友が籾然立、
我れ人共

に内奴であった。
彼ら
は以外に附

初

会側讐テ、
われ一伐

国嵐を

剛守レアふさてみ
せる

心総怒っ

た。

（作家）

AH

 

日教組

逸

名

欝
HMに
窮さ

れMm川政M”に
ゆ
さぶられ

教

訓酬は冬の削
機
絞
は
涯の
帥

円政組
I
L
Oへ
神駅
み

何枚
組AM
はあ
れ
ども
約
四郎はな
レ

円数
組よ
く
よ
く
みれ
ば

日共組

B5
判
8n・一
部一
五円問

予約一
年一 、
八OO円
逗
料含む）

ハ
ガ
キ炉
問柑・
児窓
鮮送
り
ま
す

（

山氏先）・・：・
j
i－－
ji－－3

一T－
O間
取由民船

中央区銀山田一
l

問l六
奈須
田ピ
ル（株）
並

木復路

震（
芸ハ一

ZCハO

底
的
H
以円相

八七八九－
堺

鄧小平の活躍する中国　言論人-1974.06.25


